


　

♪プログラムの進行上、曲順、曲目等が変更になることがあります。
　あらかじめご了承ください。

プログラム

  1. タラのテーマ/映画「風と共に去りぬ」より                     作曲 .M.Stiner
  2. 忘れな草をあなたに           作詞 木下竜太郎　作曲 江口浩司　
  3. 故　郷              作詞 高野辰之　作曲 岡野貞一
  4. 少年時代　                              作詞・曲 井上陽水
  5. 一週間　　　　                   訳詞 楽団カチューシャ / ロシア民謡
  6. 竹田の子守唄                       竹田地区民謡
  7. ふれあい                              作詞 山川啓介　作曲 いずみたく
  8. イヨマンテの夜     　　　         作詞 菊田一男　作曲 古関裕而
  9. 蛍の光　　                              日本語詞 稲垣千頴 ／ スコットランド民謡
10. 仰げば尊し                                 日本語詞 不詳　作曲 Ｈ．Ｎ．Ｄ.
11. ともしび                                       　　　　訳詞 楽団カチューシャ / ロシア民謡
12. 別れの曲（pf）　　　　              　作曲 Chopin
13. 涙くんさよなら             　　　　 　       作詞・曲 浜口庫之助　
14. 今日の日はさようなら                　 　 作詞 金子詔一　 作曲 金子詔一
15. いい日旅立ち　　　                    作詞・曲 谷村新司
14. また逢う日まで　　                            作詞 阿久悠　作曲 筒見京平

   

♪♪♪♪♪♪♪♪♪　休　憩　♪♪♪♪♪♪♪♪♪

第一部　今コン選りすぐりの名曲

第二部　リクエストコーナー
     

     

　

 



　

  「昔を！ 今を！ 今歌う会」コンサート（略称 今コン）のスタートは2008年（平成20年）
でした。当時、会場はあざみ野アートフォーラムでした。
今回の最終回が2017年（平成29年）ですのでちょうど９年になります（回数は32回）。
その間、途中から会場を現在のスタジオ・バルーンに移し、叙情歌・唱歌・ラジオ歌謡・
フォークソング・映画音楽などなど幅広いジャンルの曲を皆様と一緒に歌い続けてき
たことになります。
今コンは今回で終了となりますが、また何らかの形でお会いできたらと願っています。
尾崎紀世彦が歌った「また逢う日まで」はそんな気持ちにピッタリの題名ですね。

ついでなので、この曲について少々触れておきましょう。
この曲がリリースされたのは1971年（昭和46年）のこと。
大声量とビートのきいた歌唱でファンを魅了し100万枚近くの売上を記録しました。
この年はアポロ13号が月に着陸し、日清食品がカップヌードル第一号を発売、沖縄返
還協定の調印が行われたと聞くと時の流れの早さを実感します。
尾崎紀世彦は当時まだプロになりたてで、この曲が実質デビュー曲と言ってもいいで
しょう。バタ臭い風貌は父がイギリス人と日本人のハーフ、母が日本人というクォーター
のためと言われています。
彼はこの曲の大ヒットで第13回日本レコード大賞と第２回日本歌謡大賞でいずれも
大賞を受賞、紅白歌合戦にも出場と大ブレークしました。
ところで、この曲には原曲があったのをご存じでしょうか。
その曲はズーニーブーというグループが歌った「ひとりの悲しみ」(1970年リリース）。

♪明日が見える　今日の終わりに
　背伸びをしてみても　何も見えない

　
何故か悲しいだけ
　何故か虚しいだけ

　
こうして始まる　一人の哀しみが

　
心を寄せておいで　
　暖めあっておいで　
　　
　その時　二人は何かを見るだろう

勿論、両曲とも作詞 阿久悠　作曲 筒見京平のコンビです(曲は全く同じです)。       
「ひとりの悲しみ」を聴いた尾崎のマネージャーが是非彼に歌わせたくて阿久悠にしつ
こく歌詞を変更するよう依頼した結果が名曲の誕生につながったことになります。
つまり、「また逢う日まで」は文字どおり歌詞と題名と歌手をかえての再デビューの曲だ
ったわけです。
「会うは別れの始めかな」と申しますが、別れてもまた逢えるということですね。

♪また逢う日まで 逢えるときまで

別れの歌とは思えない、応援歌のようなこの曲に是非あやかりたいものです。

・皆々様、長年のご愛顧ありがとうございました。
　　　　　　　　　　　　　ースタッフ一同

  また逢う日まで！
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尾崎紀世彦




